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甲

　本研究の目的は、臨床病理学的事項および子宮体癌の分子学的分類に基づいた代用マーカーによる
免疫組織化学的事項を用いて高齢者における子宮体部類内膜癌, G1の特徴を明らかにすることであ
る。我々は長期予後を確認できた子宮体部類内膜癌, G1の268例を年齢により3群 (<40歳: n=24, 40–
59歳: n=169, ≥60歳: n=75)に分けて、後方視的に解析を行った。高齢者 (≥60歳)の類内膜癌, G1では
深い筋層浸潤を有意に多く認め、扁平上皮化生および前癌病変である子宮類内膜上皮内腫瘍を有意に
少なく認めた。またp53蛋白異常発現を有意に多く認めた。予後解析では、多変量解析において高齢
(≥60歳)とFIGO 2009 stageが独立した無増悪生存期間の予後不良因子であった。高齢者の類内膜癌,
G1は若年者の類内膜癌, G1と比較してより侵襲的であり、高齢は独立した予後不良因子であった。
我々はBokhmanらの提唱した子宮体癌の組織学的内分泌学的分類におけるtype 1の子宮体癌を年齢に基
づいて、若年発生、緩徐に進行するtype 1aと高齢発生、より侵襲的なtype 1bに分類することを提唱
する。
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